豊栄病院　地域医療連携室だより　　平成２６年１月号

謹賀新年。　今年もよろしくお願いいたします。

毎月、病診連携便りをお届けできるよう、頑張ります。是非読んでみてください。
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●年頭あいさつ　病院長 宮島 透
新年あけましておめでとうございます。さて、昨年の豊栄病院の出来事としては、１月29日に健診棟が竣工した事が一番にあげられると思います。広く綺麗になった施設で人間ドック・健診受診者の皆様を向かい入れております。なおその２階には多目的ホールを備え、各種会議・講演会などに利用しています。本館の方もこれに伴い、以前より狭いと不満が出ていた処置室などを拡張する事ができました。一方、今年の豊栄病院の予定では、３月から病院での分娩の受け入れを休止することになりました。新潟市北区でお産ができる医療施設がなくなることとなり責任を感じています。一方医師不足の状況ではありますが、当院は救急医療に積極的に取り組んでいます。年間の救急車受け入れ件数は約1000件で、新潟市の同規模の病院の中では一番多く受け入れています。地域あっての豊栄病院と考え今後とも地域医療・救急医療を守っていくよう努力いたしますので諸先生方よろしくお願いします。
　　　　　　　臨床検討会のお知らせ

日時；平成２６年１月１４日（火）　午後６時５０分から

場所；豊栄病院　健診棟２階　多目的ホール
●松田正史先生（松田内科呼吸器科クリニック、島見町）が中心となって、「感染症のある方の介護サービス事業所受け入れマニュアル（新潟市北地域医療在宅介護支援ネットワーク）」を作ったことを、昨年秋に初めて知りました。今回、松田先生が、ノロとインフルを中心に、このマニュアルの説明をしてくださいます。出席は医師のみとし、意見交換を目指します。忙しい時期ではありますが、参加をご検討ください。
●１月６日より新しい研修医の先生がきます。

片桐隆幸先生です。よろしくお願いいたします。

新潟大学医歯学総合病院臨床研修医2年目の片桐隆幸(かたぎりたかゆき)と申します。新潟大学病院で1年間、済生会新潟第二病院で9ヶ月間の研修を経て1月6日から約3ヶ月の間豊栄病院で研修をさせていただくこととなりました。これまでの研修では、大学で稀な症例や先進医療を、済生会病院で多くのcommon diseaseを経験し理解を深めることができました。2年間の研修の集大成としてこれまでの研修で得た知識・経験を生かし、少しでも豊栄の医療に貢献する事ができればと考えております。精一杯尽力致しますので3ヶ月間どうぞよろしくお願いします。出身は長岡市で、高校は長岡高校、大学は東京の東京医科大学です。学生時代はゴルフ部に所属しておりました。趣味は、映画鑑賞、晩酌です。豊栄を訪れるのは初めてなので、おすすめのお店などがありましたら是非教えてください。それでは3ヶ月間よろしくお願い致します（片桐隆幸）。
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●One of the Suggestive Cases (OSC；おすし)　
来月をお楽しみに。誰か書きませんか？
●大雪かな？カマキリの卵は高い所にあるようです。スノーシュー買おうかな？　編集　副院長　柄澤良
豊栄病院　地域医療連携室　TEL　025-386-2801（直通）、FAX　025-386-2784

